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現状維持 バイアスと心理的特徴の関係

　 一多重債務者の消費行勦から一

嶋 田 美奈

早稲 田大学

要 旨

　貸金業法の改正以前 、消費者金融大手 7社は消費者金融市場を一層健全化することを目的とし、

消費行動診断サ
ー

ビス及び家計管理診断サ
ー

ビスの開発と導入を行っ た。 本稿は、日本貸金業協会

が運営するサイトのインタ
ー

ネッ ト上で利用 できるこの診断ツ
ー

ルを用 いて、消費行動診断や家計管理

診断を利用した者に関して、消費行動や心理 的な特徴 、家計管理状態の特徴などを調査・分析を行

っ たものである 。 そこから多重債務者の可能性が高い者を抽出し、その特徴を心理学と行動経済学の

観点から検討した。

　その結果、心理的特徴として、自己 コントロ
ー

ルカ、思考的熟慮性と計画 性が低く楽観的、生活や

金銭へ の管理意識、金銭感覚が乏しい反面、衝動性やその場へ の満足感重視の傾向が強い。金銭

的破綻の危機感はあるが 、 借入に対する抵抗感が低く、 安易に債務返 済を繰り返し行う対処能力の

低さ、対処スキルの未熟さが示 された。

　この傾向を行動経済学の現状維持バイアスの視点から見ると、即 自的現在消費へ の満足感に価値

を置くため、借りては返すという行為を繰り返 しながら、 消費や借金を続ける傾向が高く、セルフコントロー

ル機能が不全である。 負債が増加 する要因として、安易さ手軽さを好み 、簡単にクレジッ トにアクセスで

きることとその機会があること、 将来の消費へ の価値が低いことなどが示 された。

1 はじめに

　多重債 務は統
一

された定義が未だになく、 多重債務を形成する要因や多重債務者となる者 、 その

可 能性を持つ者のパタ
ー

ンや特徴は明確に把握されていない。だが一方、改正 貸金業法の施行をはじ

め、金銭力ウンセリングなど多重債務に対する対策は進み つつあり、対策と現実とのギャ ップが生 じる恐

れも懸念されている。

　多重債務対策を目的とした貸金業法の改正前 、 消費者金融会社はこれまでの業界の取組みに加

え、さらなる消費者金融市場の健全化にむけた自主的取組みとして、消費行動診断サービス及び家

計管理診断サービスの開発と導 入を行っ た。 この診断サービスは 2006 年度 、 当時の消費者金融大手

7 社が集まり、 業界が果たすべき役割を再認識しその社会的責任を果たすべく、 健全な借入 行動と家

計管理を支援することを緊急の課題とし、貸金需要者の トラブルの予防、充分な保護と救済という観

点から取組まれたものである。 だが多重債務の要 因が、 利用者の失業や病気などによる経済状況の悪

化要因以外に、利用者個人の返済計画の甘さ、計画性の無さ、家計管理の甘さなどにより事故を引

き起こしている場合が多いことが、現場やカウンセリング機関からの現状報告及び自己破産者のデータ

などから示されてきた。 このため 、 まずは利用者自らが債務状況と家計管理を把握 ・認識し、 計画 性の

有無や自分の消費行動や金銭感覚を把握 した上 で 、適切に利用するための注 意喚起やセルフコン ト

ロ
ー
ル支援が必要との見解から、この役割を担うことを目的としたツ

ールが開発され、インターネッ トの専
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用サイト上で診断ツ
ー

ルとして無料公 開されている。

　そこで本稿では、現 在 、 日本資金業協会のサイトで利用できる消費行動診断及び家計管理 診断と

いう診断ツ
ー

ルを用 いて、消費者金融利用者、中でも多重 債務に陥る可能性の高い者、もしくはすで

に多重債務に陥 っている者につ いて、その思考 的、行動的特徴を消費行動から心理分析 し、その上で

彼らの非合理的な意思決定パターンとしての現状維持バイアスの視点から、消費行動を分析、このふ

たつ の視点からみた特徴のつ ながりを示 すものである。

2 多重債務者に対する認識と問題点

2．1 多重債務者に対する認識

多重債務者とは多重に債務を形成 した事実、もしくは多重な債 務額があるという事実を有する者のこ

とを称するが、 多重という言葉自体が問題とされることもある 。 これは消費者金融機関やロ
ー

ンなどから

の借り入れが複数個所からの多重で はなく、
一

か所のみから加重に借りている場合も含まれているから

であり、加重債務者と称される場合もある 。 だが、加重と多重の区別なく、総じて多重債務者と呼ばれ、

所得に対して借入がいくら以上であれば加重債務とするか、何か所からの借り入 れがあれば多重債務と

するのか、どれくらいの期間 、 返済が不 可能となれば多重債務とみ なすの かなど判断基準が定まっ てい

ないため、現状では事実認定も個別判断となる。このため国民生活センター
（2006）による多重債務者

像は 、
「ほとんどの多重債務者は高利でお金を借り、またはその保証人になり、返済ができず、他からお

金を借りて 自転車操業を続け、返済に困っ ている」となっ ている 。

2．2 多重債務者の現状

　 多重債務者は年々 増加 の一途をたどっ て いる。 国民生 活センターが集計している全国の消費生活

センターにおける多重債務の相談件数は、平成 14年に全国で 58421件、16年は 56924 件、17 年は

63675 件 、 18 年には 79246件と増加 している。 また日本信用情報機構による平成 18 年 4 月の統計

デー
タによると、無担保貸付人数 1399 万人 、 そのうち 3 カ月以上 滞納の事故情報人数は 267 万 人と

なっ ている。 現在では業界 自体が縮小しているため無担保貸付人数等は減少 していると推測でき、自

己破産件数も平成 16年の 24 万 2377 人を境に減少しているが、 多重債務の相談件数は未だ減少す

る傾向をみせない。

2．3 多重債務者対策の問題点

多重債務者対策では、いくつか問題点が指摘されてきている。 まず、前述 したように多重債務者には

基本的定義がないため、誰を対策の対象とすべきかの判断基準が定まっておらず、多重債務者か否か

を客観的事実として区別できない 。 本人や家族の家計状況、資産状況 、収入状況などから、返済不

可 能となった時点でしか事実把握ができないのである。 政府や地方自治体は多重債務対策の一貫と

して、セ
ー

フティネットを充実させるべく施策を行っ ているが、借入申し込みから審査に時間がかかり、必

要な時に必要な額をその場で借りることができないため、セ
ー

フティネッ トとしての役割を果たしているとは

言い難い。

返済などの相談件数は増加しているが、相談機関となるクレジッ トカウンセリング機 関もまだ未整備の

状況である。47都道府県は自治体で多重債務者相談窓ロ の設置や 、 多重債務者対策本部 、 協議

会を設置 し、財）日本クレジッ トカウンセリング協会や生協などは相談窓ロ を設けて いるが、実際の債務

整理には弁護士や司法書士との連携が必要になり、家計管理や相談業務とともに債務整理 を進めて
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いくことが急務な場合 、手間や時間がかかる可能性もある。 相談者は金銭に困っ ているため 、 相談は無

料で行われていることが多いが、 債務整理 や自己破産を行おうと弁護士 や司法書士に相談すると高額

な手数料がかかる場合もあり、これら手数料に関して新たな問題が発生している 。

3，多重債務者の特徴

3．1 心理 学の観点

臨床心理学の観点からみると、多重債務者は疾病や依存症をもつ者ではない 。 その背景にアルコー

ル依存症やギャンブル依存症、買い物依 存症などの依存症を有している場合はこれまでにも指摘され

ているが、それら依存症の結果として発生した結果が多重債務という事実であるという認識である。 この

ため多重債務者に対する研究はほとんどなく、臨床心理学の研究テ
ー

マとしても取り上 げられることは少

ない 。

多重債務者の相談業務は始めに家計管理が中心となるため、相談には消費生活ア ドバイザ
ー
など

があたることがほとんどであり、臨床心理 士などが当人 の性格や思 考行動パターン、成育歴や生活環境

から問題解決に関わることはまずないに等しい 。 このため多重債務問題は臨床心理士の業務範囲外と

なり、研究が進まない要因ともなっ ている。

現状でクレジットカウンセリングに関わっている方々 の中でも、多重債務と臨床心理との関連を．多重

債務を原因としたうつ病や神経症問題との関わりと限定的に捉え 、 予防措置に対する臨床的必要性

を軽視する傾向も強いため 、 多重債務問題に臨床心理 士などが関わりにくい土 壌を作っ ていることも事

実である。

3．2 心理学からみた多重債務者の特徴

多重債務者の心理 的特徴は、その発生過程や思考行動パターンが依存症患者と類似していると
一

般的に言われている。 その傾向をまとめると、他者の行動や決断に流されやすく自己決断力が低い、思

考的柔軟性や物事へ の対応力は低く、 他罰傾 向が強く責任転嫁 しやすい 、 熟慮性が低く楽観的 、 金

銭面だけでなくセルフコントロールやリスクコントロール、ス トレスコントロールなど全体的にコントロール能

力 、 マネジメント能力が低い 、 コ
ー
ピングスキルが未熟でありコ

ー
ピング能力自体が低い 、 発展的物事に

対するあきらめは早く努力が苦手であるが、安易な継続的物事 へ の執着は強い、対人コミュ ニ ケ
ー

ション

が苦手、プライドや自我意識が強く現状の自分とのギャップが大きい、欲求充足に対する衝動性が強く

我慢は苦手 、独 自の価値観を持つ などがあげられる。

3．3 行動経済学からみた多重債 務者の特徴

心の動きや思考行動 が経済 的行動にどのように影響するの かという観点を持つ行動経 済学（多

田．2003）は 、 非合理 性もしくは限定合理 性の視点から研究が進んでいる。 多重債務や自己破産行動

は限定合理性の研究テーマとして取り上 げられ、多重債務は心理学よりも行動経済学の分野でその

行動特性に関する研 究が進んでいる。

人間は利益を慎重に見積もる一方、損失は過小評価する傾 向があるとする Kahneman ＆ Tversky

（1979）のプロスペクト理論から発生した現 状維持バイアスは、意思決定を行う際、できるだけ後悔せず

にすむ保守的な選択を選ぶ可能性の表れであり、 今までと同じ行動を維持して後悔するより、 それをや

めて違う行動をとっ て後悔するほうが心理的負担が強いため、現状を維持 したままにしておこうとする傾

向のことをいう。心理 学的には、バイアスは偏見や先入 観、思い込みと捉えられ、誰でもが持 っているも
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のであり、それ故それが強いか弱いかの問題とされる。現状維持バイアスから個人の借入 行動をみると、

Laibson（1997）は 、 現状維持バイアスの弱い個人 より強い個人の ほうが借入行動を行うの は、セルフコン

トロール的機 能 より、即 自的現在 消 費 へ の満 足感 に価値 を置 いているからであると分 析 した。

Carmere．et ．al （2003）iま、 現状維持バイアスの強い個人は長期的 、 長期間の目的で借入を行うより、

すぐ近くのことでお金 を借りる傾 向があるとし、Fehr（2002）は、現状維持バイアスの強い個人のクレジッ ト

カード負債が増加する要因 を、簡単にウレジットにアクセスできることと、 その機会があること、 将来の消費

へ の価値が低いことを上 げている。 また Meier＆ Sprenger（2007）tまリボルビングの利用に関して、現状維

持バイアスと同時に時間選好率の関与を述べた。将来価値または効用 を現在価値に引き戻す場合 、

消費者がそれぞれ暗黙のうちに想定する割引率である時間選好率が関係することで 、 現状維持バイア

スが高い個人は負債レベルをより高くする傾向があるとして いる。

4．多重債務者へ の特徴分析

4．1 調査 1の目的と調査方法

（1）目的

消費者金融利用者の消費行動の特徴と、多重債務者の心理的特徴及び消費行動の特徴を分析

するため、日本貸金業協会のサイトで運営されている消費行動診断を分析した。

（2）調査方法

対象者はインターネッ ト上の当該サイトにアクセス し、 消費行動診断を行 っ た 20 代 〜 60 代の男女

42．220名 （男性 27．043 名、女性 15．t17名）、ただし60代は対象人数が少ないため 50代 に加えて判

定する 。 調査期間は 2006 年 7 月から2008 年 3 月まで 、 診断は図表 1に示した 30 項 目 6 尺度 （自

己コントロー
ル、生活意識、金銭管理 、消費意識、買い物依存、危機感知）で、リッカートスケー

ルの5

件法で回答する 。 診断に際し項 目ごとに得点の重みづけを行っ ているため評価は青、黄色 、赤の 3 段

階で表示 。 青 、 黄色 、 赤の順に消費行動に問題ありとなる。

図表 1 消費行動診断の質問項 目と尺度

画 団 ＝ ル
… …’ttt　．’　’tn

　
．一一．一『一『…r，．Tt−一tt−…t−一…

iQi’、　じっ くり落ち着いて考えるの は性に合わない

IQ2　 なんとかなるさとな げや りな気持ちに なることが 多い

iQ3　　面倒 なことは苦手だ

iQ4　 お金の かかる遊 びやギャンブル はやめられない

：Q5　　何 事に 対しても楽観的であるに．．tumtt− tt”　　tt　tt　　，　＿t＿tttt　’　　　　ttt，ttt−，，　＿　ttll＿＿　tttu　tU＿＿tt＿t　　nv＿＿＿ttt
l
生活意識
lQ6・”生活にかかb ているお金にういて本気で考えたことはない

iQプ ．日常生活では優先順位などをあまりつ げたことが ない

　　　お金がなければ借 りれぱし〜い 　　
冖
　’　・．　 ．、1，

　　　お金には無頓着である ．tt’、　 ；　．　
tt
　 ＿　  、

　　．二癬 の面鷲 鼓 な嘸 とes≦勲 麺塗謡 急＿1．L よ。．：蕊 蹴 急．皴 ．裟鑛 盈祕 螽攤 盛拙 黒物媒 惣勲 LL ：t、

羅鑠覊 轍 　　 騨繍鞴鶴旛諭 “ −
1雛⊥鑽謐鑛墜裂轟蔽 壼翫 L 二 ＿ 膿 t豐 鍵嫐 瞳盤更≦鋤 益ざ ：、1

驍

消費意識　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 iiQ16外出するときはブラン ド物を身1．つ けて出か ける 　 ・

ISII蠶 飜 黜 黥
高価 ・物・持・た・ ｝

IQtg 　 話題の 新製品はつ いつ い 買っ て しまう

灘灘灘臨「
・・4 ス ・レス 発散はシ・ッ ピ・グ・・かぎ・ 　 　 ｛｛

52

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Academy of Personal Finance

NII-Electronic Library Service

Japan 　Aoademy 　of 　Personal 　Flnanoe

4，2 調査 1の結果

3 段階の評価で行った総合判定結果は図表 2 のようになる。 これらから危機感知 尺度を用いて多重

債務者の可能性が高い 3項目を選び、この 3項目にYES と応えた者を対象として分析したものが図表

3 である。

図表 2 年代別 、 性別に見た総合判定結果

青 黄 赤 計

n ％ n ％ r1 ％ n ％

全体 9，475 10013 ，591 10019 ，154 100422201000

age20 〜 3，920 4145 ，445 40110 ，541 550191906 471

man20 〜 2，145 2263 ，195 2356 ，882 35912 ．222 289

weman20 1，775 1872 ．250 1663 ，659 1917 ，684 182

age30 〜 3，889 41．05 ，746 42．36 ，129 32．015 ，764 373
man30 〜 2，145 22．63 ，195 2356 ，882 35912 ．222 28、9
weman30 1．474 1562 ．318 1711 ，724 9051516 131

age40 〜 1，207 12．71 ．904 1402 ，040 1075 ，151 12．2
man40 〜 738 781 ，198 881 ，615 843 ，551 84

weman40 469 4．9 706 5，2 425 221 ，600 38

age50 〜 459 4．8 496 3．6 444 231 ．399 3．3
man50 〜 335 35 369 27 318 1．711022 24

weman50 124 13 127 09 126 07 377 09

　図表 3 の結果から、全体の約半数がすでに借入 行動を起こし、借りては返 すという悪循環に陥っ てい

る可能性が高く、借金で悩んでいる者も多数いる可 能性が高い 。 また、これらの質問にYES と答えた者

の半数以 上が、日常生活においても自己 コントロ
ー

ルをすることが難 しく、 金銭的な面での生 活意識 、

金銭管理へ の意識が低いことが理解できる。特に実際の借入行動として、安易に借りやすいところから

借りてしまうというパタ
ー

ン化した借入行動を持つ者が多数と推測される。 金銭感覚としては自分なりに

お金の ことを考えていると思 ってい ることから、収入との収支バランスではなく、 借入 行動によるお金の出

入り、借りる額と返す額のバランスを、自分なりに考えていると勘違いしている可能性も否定できない。ブ

ランドや高価な物へ の消費意欲は低く、60％ 以上 が趣味や遊びにお金を使うことから、買い物依存状

態による多重債務は少ないと考えられる。 買物へ の意識も低く、シヨッピング以 外でお金を使 っ ている可

能性も高い。借金へ の依存度が高く、リボルビングやキャッシングを利用する傾向も高い 。
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図表 3 質問項 目（Q ）26〜29のイエスの回答率

全体　　 96 男性　　 ％ 女性　　 ％

n 42220100 ．027 ρ43100 ．015 、177100 ．0

Q26 お 金に困 ると借金を してしまう 25，15559 ．617 ，27263 ．97 ，88351 ．9

Q27 「借りては 返す」の繰り返しだ 23，54455 ．815 ，79358 ．47 ．7515t1

Q29借金をかかえて悩んでいる 27，52665 ．218 ，14767 ，19 ，37961 ．8

Q26 ・Q27・Q29 19，12045 ．312 ，92252 ．66 ，19840 ．8

鬥

図表 4 項目 26．27．29 の回答者の他の質問項 目の回答 （YES ）比率
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4，3 調査 2の目的と調査方法

（1）調査の 目的

消費者金融利用者の家計管理状況の把握とともに、その属性の把握と家計管理状況が悪い者に

対して、日本貸金業協会のサイトで運営されている消費行動診断と家計管理 診断から、その消費行

動の特徴を分析する。

（2）調査方法

調査 1と同様 、対象者はインターネット上 の当該サイトにアクセスし、消費行動診断と家計管理 診断

を行った 20 代 〜60 代の男女 1700名 （男性 1071 名、女性 629 名）。 調査期間は 2007 年 4 月から

2008 年 3 月 。 消費行動診断に加え、家計管理診断は属性や家計状況などを入力し、それにより6 つ

の診断項 目 （家計の要 注意度、ロ
ー

ン依存度 、 ロ
ー

ン利用生活度 、 消費圧迫 度 、 返済負担度 、 ロ
ー

ン生活限界度）を診断にした。 評価は青、黄色、赤の 3段階で表示 。 青 、黄色、赤の順に家計管理 に

問題ありとなる。

54

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Academy of Personal Finance

NII-Electronic Library Service

Japan 　Aoademy 　of 　Personal 　Finanoe

4．4 調査 2の結果

　1700名の属性は、男性 2071 名

●

●

●

　　　　　　　　　　　　　女性 629 名 、うちローン返 済は 61．8％

年代別　 20 代 ：561名 30 代 ：782 名 40 代 ：255 名 50 代以上 ：102名

家族構成 単身者 ：29962 人 ：23963 〜4 人 ：38％ 5人以上 ：1096

職業　 会社 員（派遣等を含む）88％ 自営業：4．8％ 学生 ：1．496 　 無職 5．7％

未記入 0．1％

平均年収などの属性は図表4となる 。 また計上 者とはロ
ー

ン返済を計上 している者のことである。

　　　　　　　　　　　 図表 5 調査 2における対象者の属性 （n ＝ 1700）

　 　 　 税抜 きの 平均年 収 （平均 円）

税込み 給与＋

賞与

税込み 給与 ＋

賞与
一
公 的 社

会 保険 ・税 金

　 　 い

税抜き給与 ＋

賞与

給 与 賞与計 総収入 計 給 与 賞与

率％

全 300フ9602734034144462841786615036666 830

計 上 　 の み 48660413604283379771942504045105724 832
計上 者率％ 61．8 75．9 38．0 98．3 98，6

閉の 消　支 出 （平 均円 ）

消 費支 出 消 費／ 総収

入 （％ ）

消 費／ 給

与 ・与

全 体 2271314 45．1 54．4
計上者の み 2360，刀 3 46．2 55．5
計 上者 率 ％ 96．2

年間 の ロ
ー

ンの 返済額 （平均 円）
ロ ー

ン 返済 計 住 宅 ロ ー
ン返

済

キ ャ ッシ ング
返 済

クレジッ ト返

済

オートローン返 済 その 他返済

全体 691984250 ，563269 ，23581368 40，630 501188
計上 　 のみ 1，1280049434087149233601891300144389065
計上 者率％ 61．3 26．6 37．7 22．5 135 129

ロ ーン 返 済／

総収入 （％ ）

ロ ー
ン返済 ／

給 与・賞与

（％ ）

ロ ー
ン 返済

／ 消費 （％ ）

全 13．7 16．6 30．5
計上 　の み 22，1 26．5 47．8
計上 者率％

図表 6 消費行動 、 家計管理判定別の結果

消費行動 青 消費行動 黄 消費行動 赤

家計管理 青 27．4％ 22．296 9．296

家計管理 黄 2．496 3．6％ 4．2％

家計管理 赤 4．9％ 12．5％ 28．596

　図表6及び図表 7から、 消費行動と家計管理診断の両方のツ
ー

ルを利用 した者のうち、家計管理も

消費行動もともに赤判定となり、債務処理等を中心としたカウンセリングが必要と思われる対象者は

28．5％ 、家計管理だけを見ても、 家計の管理状況が悪く家計における債務の比率が高いと思われる対

象者は 45．996にのぼり、調査対象の半分近くにのぼる。図表 7から家計管理が赤判定だっ た者の消費
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行動診断結果を分析すると、自己コントロール度が低く、生活に対する金銭的な意識も低い 。 特に危

機感知度の尺度となる後半の 5項 目は回答比率が高く、 家計管理 が青判定の者との差が顕著に見ら

れるところから、金銭的な危機感を感じつ つ も、借入と消費を繰り返す傾向が強いと思われる 。 また買い

物による消費行動の高さよりも、 消費の計画性が家計の管理意識の低さが、家計の管理状況を危うく

する要 因 につ ながりやすいことがわかる。

図表 7 家計判定別にみた消費行動診断項 目の 回 答（YES ）比 率

「
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4． 5 多重債務者の消費行動分

（1 ）消費行動における心理

析 調 査1 及 び調査2 に結果から、 多重債務の可能性が高い 者 及び、家計管理診断で赤判定とな

かつ 消費行動診断で赤判定の者を総合的に分析すると以下の特徴があげ

れ

。

o

o

● ● 生活やセルフコント ロールなど、総体
的
なコントロール能力や管 理

力が低 い。 生活への意識や金銭的な危機意識が低いが、 消

意欲は高い。 目的的な消費行動よ り 衝 動的消費行動、無目的な消費行 動を とりやすく

計画性や 熟 慮性 に欠ける。その 反面楽観的である。または計画性や熟慮性を養う思考的

行動的訓練を行っ てき て

ない可能性が高い。 買い物依存など依存衝動を充足させるた めの消費意欲は低く、即

的な満足感を高額では ない 買い 物で得ている傾向が 強い。特に男性は買い物への 意欲は

いが、遊ぶお金 への欲求 やギ ャ

ブルへの衝動欲求が強い。 適切な対処能力の低さ、スキルの未熟さから 繰り返し同じ行勦

とる

とへの
安
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　 維持感覚が強い 。

以上 から、 多重債務に陥る可能性が高い者は、高額の消費より小額の消費を積み 重 ねてお金を

使 ってしまう傾 向を持ち、実際の収入と消費のバランスによる金銭 管理を具体的に行うことが困難

であり、 行うことの意義や必要性を感 じていない 。 計画的思考が苦手で楽観的傾 向が強いため、

現状へ の認識力や把握力 が低く、 その場 しのぎの対応を行うことが対処行動と思いこみやすい 。 こ

のため借り手は返 すという安易な方法を取りやすくなると考えられる。

（2）消費行動における現状維持バイアスの分析

　　先行研 究などから消費行動診断の質問項 目 26．2729 にYES と回答した者は 、 自分の状況を改

　善するため相談に行っ たり、他の方法を取ろうと模索 したりするという新 しい方法を取るより、利用 でき

　る消費者金融やカ
ー

ドロー
ンを利用するという方法を取り続けていることから、現状維持バイアスが強

　いと仮定できる。これらは先行研究として前述した特徴と一致し、計画性 、熟慮性が低いため、将来

　予測力も低く、 その行動は現状を維 持することが目的となる。 即 自的現在消費へ の満足に価値を置

　き、 そのためには現状を維持することが必要と捉えているため 、
「借りては返す」を繰り返 しながら、 消

　費や借金を続ける傾 向が高く、負債を増加 させやすい 。 負債増加要因としては、「お金がなければ借

　りればいい」という質問へ の回答率から、簡単に借入 が行える機会があり、それを繰り返 すことができる

　という意識があることがわかる。 時間選好率から捉えれば、先行研 究にあるように、近い将来のほうが

　大きく割引かれやすいため借金に依存する傾向を持ち、 カ
ー

ドやリボルビング払いなど、支払が時間

　的に遅れるものを好む傾 向が強 いと推測できる。

4．6 心理分析と現状維持バイアスの分析からみた多重債務者の消費行動

これらの結果より、多重債務者及び多重債務に陥る可能性が高い者は、本稿で分析したような特徴

を持ち、同時に現 状維持バイアスが高 い傾向があることが示 された 。 自転車操業的な借入と返済の繰

返 しを非合理 であるとする認識はあるようだが、 そこから抜け出そうとする意欲や対処能力、相談機関や

相談相手を探すなどの外部資源の利用 へ の意欲は低く、暗中模索に陥っ たまま現状を維持しようとす

る。 彼らにとって現状維持と考えている状況は、多重債務という点からすれば改善方向になく、むしろ現

状維持にこだわるがゆえに状況を悪化させている。心理 分析からみても行動経済学の現状維持バイア

スの観点からみても、彼らは変化に伴う様々 な負荷に対する対応力、忍耐 力が低く、自らをそれに向か

って変えていくだけの柔軟性や持続性をもたず、 計画性が低いため先を読むことも、先行きの見通 しを検

討することも困難である。このため金銭に困 った場合、簡単に面倒なくお金を入 手 できる消費者金融や

カ
ー

ドロ
ー

ンの利用が彼らの成功体験となり、その成功体験がパターン化されていると考えられる。

即自的現 在消費へ の満足は、心理 の視点からは衝動性の満足や欲求充足と同様であり、非合理

的とわかって いても衝動性や欲求を抑制することができず、セルフコン トロールが不 全のため感情に流され

やすい。その場合、たとえ計画 性があっ たとしても、感情や欲求に流されやすい優柔不 断な性格であれ

ば 、 自分の都合のよいように計画を変更させ 、 将来の価値よりも即 自的な現在消費を優先させて しまう

可 能性は高くなる。

Meier＆ Sprenger（2007）が示すように 、 リボルビング機能が債務額を増加させる要 因のひとつではある

が、楽観的な生活意識を助長 しやすい時間的金銭的余裕を与えること自体が問題ではなく、調査結

果からはむしろ、それによる計画指向性の低さとロ
ー

ン指向性の高さが家計管理状況を悪化させる要

因となりやすいことがわかる。 このため多重債務者へ の対策としては、債務整理や複数のロ
ー

ンをまとめて
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一
本化 し、本人が簡単に借入状況を把握で きる状 況を作ること、返済を可能にする状態にすることと

同 時に、個 々 の心理的、行動経済学的な消費行動の特徴にあわせた家計管理 教育やカウンセリング

を行うことが大切である。 また現状維持バイアスによって多重債務状態を続けられるなら続けたいという

意識が強く、 この意識や感情を打ち消して相談機関に向かわせるための心理 的負担は大きい（嶋

田．2008）。 現状維持バイアスの強い者にとって、変化に対する心理的負担は大きく、それら心理的負担

に見合うだけの相談であるか 、 相談機関であるか 、 カウンセラ
ー
であるかということが当人 に納得されなけ

れば、 相談へ のアクセスは抑制されるだろう。

5．おわりに

本稿では、日本貸金業界のサイト上にある消費行動診断及び家計管理診断の利用者のデ
ー
タを分

析することで、多重債務者や多重債務に陥る可能性がある者の消費行動における思考行動パタ
ー

ン

を分析し、その特徴をつかみ 、また行 動経済学の現状維持バイア スの観点から彼らの借入行動を分析

し、その双方から共通点を導きだし多重債務者の消費行動の特徴を把握した。

心 理学分野では多重債務者は研究テ
ー

マとして取り上げられることが少なく、行動経済学ではこれま

で実験データによる分析が中心であっ たこともあり、実際の アンケート調査結 果を踏まえてこれら両 方の

観点から分析検討できたことは 、 両分野において多重債務者という対象の特徴を消費行動から捉え、

共通点を見つけることができたと考えている。

本調査において は、消費行動診断と家計管理診断のクロスデ
ー
タ数が十分とは言えず、インターネッ

トを利用したデータ収集方法のため信用性の問題もあるが、母集団を大きくすることでこれらの問題はカ

バー
できると考える。 それ故、今後データ数を増加 した上で分析を再度行 っ て特徴を検討 し、属性別の

特徴なども分析していく必要があるだろう。 また消費行動診断の質問項 目が、多重債務者の 消費行

動の特徴を顕著に浮かび上がらせることができているのかという点については、調査結果から買い物依存

に関する質問項 目を変更すべ きであると考えており、 これらを考慮した分析は今後の課題としたい 。
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